















                                                 












地とは考えられないとして、南斉建武 5 年の 498 年とした5 。その理由としてこの鏡が現存の紀年銘鏡
中最大であること、この神獣鏡の形式が精緻さを加えて永く後世に行われ隋唐に至ると考えたこと、そ
の傍証に正始元年三角縁神獣鏡を魏の240年でなく宋の465年と見ていたことによる（図2）。 
     
 







                                                 
2  同「六朝以前紀年鏡資料の増加」『考古学雑誌』18-6,1928,p.338-342.の342 
3  大村西崖『支那美術史彫塑篇』1915,1972復刻,国書刊行会,p.138,図412 
4  山田孝雄「古鏡の銘について（一,二）」『人類学雑誌』30-11,12,1915,p.407-408,455-456 
5  富岡謙蔵『古鏡の研究』1920,1974復刻,臨川書店,p.93-94,132-133,142-145 
6  後藤守一『漢式鏡』1926,1973復刻,雄山閣,p.806 
7  梅原末治『漢三国六朝紀年鏡図説』1943桑名文星堂,p.119－120図版67 











吾作明鏡 王吉□□ 亘□昌万 □周家東（５枚不明）太□宋国 五年建武 冊命晋侯（1 枚不明）其
師命長（図4）  









後漢の建武 5年（29）はすでに指摘されていた通り、様式上難しく、南斉の建武 5年は 4月に永泰に改
元されているので、この年の3ヶ月余の短期間で権威の象徴としての豪華な鏡の製造を想定することは、
凋落する史的背景からみても難しい。また、『南斉書』は、この年を建武 5 年とせず、「永泰元年春正月
                                                 
8  五島美術館『前漢から元時代の紀年鏡』1992,ｐ77,図23 
9  大阪市立美術館『六朝の美術』1976,平凡社,p.193-205うち193-4 
10 毎日新聞社『新指定重要文化財10考古資料』1981,p.306-7 
11 『和泉市久保惣記念美術館贓品選集』1990p.84-85 
12 上掲注９, p.193-194 































                                                 
14 『南斉書』中華書局1972. p.90-91 





20 中野三郎『古代鏡文化の研究』1雄山閣出版1966図219-222p.85-87. 中野徹『久保惣記念美術館蔵鏡目録』 
 1985,p.78-79.および『東方学報』86,2011等を参照した。 














 鏡面を左回りに一周するこの図像は、日を捧持する 1 仙（羲和）に始まり、それを追って虎に乗る 1
仙、そして雲上長頚の 6龍と 5蛇が雲車の蹻（そり）を引く。蹻には 3仙が乗り、1仙が押している。
その後ろに亀に乗る 2仙がいる（図 6）。そして月を捧持する 1仙（望舒）、褌姿獣面の力士（甲卒）が





      
図6 建武五年鏡 画文帯1 
    


















  『抱朴子』は道教の修行に鏡の径九寸以上を用いることを述べている。 
雑応 15 に、「或いは明鏡九寸以上を用いて自ら照らし思存する所あること七日七夕なれば即ち神仙を見



















                                                 
21 葛洪『抱朴子』雑応15, 王明『抱朴子内篇校釈』中華書局1985,p.275（269-270）および石島快隆『抱朴子』岩波 
 書店1942,1987再販,こちらのp.を(  ) に入れた。 


































     
 
 
                                                 
28 同上p. 188（174）122（109）149（138）241（223）   
29 同上p.273（267） 
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  図8 江西贛県南斉墓出土鏡 径3.2㎝         図9 五格五獣文鏡 隋－唐 径19.2㎝         







                                














 したがって、本鏡は南斉明帝建武 5 年（498）でなく、後趙石虎建武 5（339）年を妥当な年代とすべ
きである。 
 














図 1  建武五年鏡 『和泉市久保惣記念美術館蔵品選集』1990図85 
図 2  正始元年三角縁神獣鏡 樋口隆康『古鏡』1979,新潮社 図2 
図 3  半円方形帯神獣鏡 西晋273年梅原末治『漢三国六朝紀年鏡図説』1943桑名文星堂,図版58  
図 4  建武五年鏡（拡大）『前漢から元時代の紀年鏡』1992,図23 
図 5  建武五年鏡（内区画像）樋口隆康『古鏡』1979,新潮社,図版106 
図 6  建武五年鏡（下部）同上図4 
図 7  建武五年鏡 画文帯1同上図4 
図 8  江西贛県南斉墓出土鏡 『考古』1984-4,p.348 
図 9 五格五獣文鏡 和泉市久保惣美術館 『蔵品選集』 図87  
図 10 画文帯四神四獣鏡 白鶴美術館 『六朝の美術』 図36 
図 11 羽人形金具 褌姿の力士 『六朝の美術』 図162 
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Summary  




  There are two current theories of the study for the bronze mirror dated the fifth year of Jian-wu. The one is the year 
339 of Hou-zhao, the other is the year 498 of Nan-qi. The latter theory was convinced. 
  The reason was pointed out about the letters Song-guo and Jin-hou described on the mirror. They were understood 
as the name of nations of China. 
  However, Song-guo means the old Song county and Jin-hou shows a prefectural government in the history book 
"Jin-shu". Therefore, I understand that they do not become the grounds that show the year 498 of Nan-qi. 
  As for the image of the mirror back, an inner ward is divided into three steps. 
The upper section is the scene of heavenly music. The middle section is the immortals of China. The right side is 
Xi-wang-mu and the left side is Dong-wang-fu. The lower section is described the King Huang-di and Lao-zi. The 
outside of the mirror is a scene of ascension. 
  The image of the mirror both sides are related with the book "Bao-pu-zi" written by Ge-hong. The book was 
written 317 A.D. So we know the mirror should be produced in the near time. 
  On the styles, there are already the same patterns from the Age of 3rd century, so I assume this mirror should not be 
the year 498 but should be the year 339 A.D.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
